


























福 田 和 弥
タンパク質の一次構造(アミノ酸配列 )から二次構造 (α-helix,β-sheet)を予測する方
法として,主に水溶性タンパク質の立体構造に対するデータベースを基にした,経験的な予測
法がためされてきた｡しかし,決定的な方法はなく,特にデータベースのない膜タンパクに対
して,実用に耐えうるものはほとんど無い(一般には/､イ ドロバッシー法が使われている)0
そこで従来の予測法に対する反省から,特に予測の対象を膜タンパク質に絞 り,特定のデータ
ベースに依存しない予測法を開発した｡現実の二次構造は熱力学的に安定な構造であることか
ら,アミノ酸配列上の連続したある長さの残基によるセグメントを膜中と水中とで,それぞれ
α-helix,β-sheet,ランダムコイルの3状態を取るものと仮定し,合計六っの場合について
自由エネルギーを計算して予測する方法である｡自由エネルギーを計算するときは,二次構造
を安定化させるあらゆる相互作用を, α-helix,♂-sheetの構造上の特徴を最大限に利用し
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